
四
月
十
六
日
（
土
）
令
和

四
年
度
定
期
総
会
（
第
一
二

回
世
話
人
会
）
が
西
川
の
吟

香
記
念
館
で
行
わ
れ
た
。

今
年
の
総
会
は
た
ま
た
ま

東
京
か
ら
美
咲
町
に
来
て
い

た
吟
香
の
ひ
孫
・
岸
田
尚

（
た
か
）
氏
が
出
席
さ
れ
、

総
会
に
華
を
添
え
て
く
れ
た
。

尚
氏
か
ら
、
今
日
は
祖
母
の

誕
生
日
、
総
会
終
了
後
、
母

と
と
も
に
花
束
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
と
い
う
。

決
議
さ
れ
た
主
な
内
容
は

次
の
通
り
で
す
。

①
三
年
度
事
業
報
告

十
月:

現
地
研
修

「
吟
香
の
足
跡

を
巡
る
」
（
県

北
地
域
二
日
間
）

十
一
月:

美
咲
町
ふ
る
さ
と

再
発
見
講
座
に
協
力
。

一
月:
語
り
継
ぐ
会
ジ
ャ
ン

バ
ー
製
作
（
一
五
着
自
費
）

三
月:

丹
波
市
青
木
正
文
氏

来
町
、
吟
香
生
誕
地
等
案
内

（
孤
児
の
救
済
「
愛
育
堂
」

創
設
者
大
野
唯
四
郎
に
助
言
）

三
月:

美
咲
町
の
偉
人
岸
田

吟
香
パ
ン
フ
製
作
に
協
力
。

②
三
年
度
歳
入
歳
出
決
算
書

・
歳
入
総
額76,652

円

・
歳
出
総
額51,342

円

・
差
引25,310

円
繰
越

③
世
話
人
の
改
選

・
現
体
制
継
続
（
勝
央
町
赤

堀
浩
一
氏
を
追
加
）

④
四
年
度
事
業
計
画

・
吟
香
記
念
碑
周
辺
清
掃

（
地
元
調
整
必
要
）

・
生
誕
一
九
〇
年
記
念
展
示

視
察
（1

1
/
1
9

）
吉
備
路
文

学
館
（
吟
香
コ
ー
ナ
ー
要
望
）

⑤
四
年
度
歳
入
歳
出
予
算
書

・
歳
入
総
額95,310

円

・
歳
出
総
額95,3

10

円

⑥
会
員
募
集
（
年1,000

円
）

・
目
標100

名
（2

年
度38

名
、

3

年
度68

名
）

肖
像
画
を
寄
贈
す
る

四
月
十
七
日
（
日
）
美
咲

町
役
場
で
「
吟
香
肖
像
画
」

の
寄
贈
式
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
肖
像
画
は
、
東
京
在
住
の

天
使
画
家
・
岸
田
尚
氏
が
描

い
た
も
の
で
「
曾
祖
父
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
と
思
い
描
い

た
。
美
咲
町
の
偉
人
岸
田
吟

香
を
若
い
人
に
も
知
っ
て
ほ

し
い
。
」
と
話
し
、
青
野
高

陽
町
長
に
手
渡
し
た
。

当
日
は
、
黒
瀬
堅
志
教
育

長
や
吟
香
を
語
り
継
ぐ
会
の

加
原
奎
吾
会
長
、
尚
氏
の
母

岸
田
悠
喜
子
氏
ら
も
同
席
し

て
行
わ
れ
た
。

吟
香
の
生
誕
地
へ

丹
波
市

青
木
氏
来
町

幕
末
か
ら
の
動
乱
期
、
孤

児
救
済
事
業
に
尽
く
し
た
豊

岡
県
上
竹
田
村
（
現
兵
庫
県

市
島
市
）
出
身
の
大
野
唯
四

郎
は
、
明
治
十
一
年
、
吟
香

が
命
名
し
た
「
愛
育
堂
」
の

計
画
か
ら
建
設
、
運
営
に
至

る
ま
で
三
七
回
に
も
わ
た
り

助
言
を
受
け
た
と
、
自
ら
の

日
記
に
付
け
て
い
た
。

三
月
二
十
二
日
（
火
）
兵

庫
県
丹
波
市
の
歴
史
研
究
家
・

青
木
正
文
氏
が
美
咲
町
（
生

誕
地
や
吟
香
苑
）
を
訪
れ
た
。

青
木
氏
は
、
本
年
四
月
十

六
日
、
市
島
町
史
実
研
究
会

主
催
の
講
演
会
（
講
師
）
に

先
立
ち
見
聞
を
広
め
る
た
め

に
来
た
と
い
う
。

帰
路
、
お
礼
を
述
べ
ら
れ

た
が
、
逆
に
吟
香
が
関
与
し

た
新
発
見
の
情
報
を
い
た
だ

き
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
。

こ
よ
な
く
愛
し
た

桜

苗
木

宝
寿
寺
に
植
樹

四
月
は
吟
香
の
生
ま
れ
た

月
。
こ
の
誕
生
月
に
ち
な
み

吟
香
が
こ
よ
な
く
愛
し
た
桜

の
苗
木
を
、
二
日
（
土
）
語

り
継
ぐ
会
会
員
の
永
年
寺
住

職
・
草
地
圓
正
氏
や
杉
山
稔

氏
ら
が
集
い
、
宝
寿
寺
駐
車

場
の
一
角
に
植
樹
し
た
。

品
種
は
「
蘭
蘭
」
と
い
い
、

花
弁
の
周
り
が
わ
ず
か
淡
紅

が
の
る
白
い
花
で
、
可
愛
い

こ
と
か
ら
パ
ン
ダ
の
「
ラ
ン

ラ
ン
」
に
ち
な
み
命
名
さ
れ

た
と
い
わ
れ
る
。

植
樹
中
、
垪
和
霊
場
の
お

遍
路
さ
ん
が
通
り
か
か
り
、

法
印
の
後
藤
恵
秀
さ
ん
（
美

咲
町
角
石
祖
母
）
ら
み
な
さ

ん
が
般
若
心
経
を
唱
え
、
植

樹
祭
に
華
を
添
え
て
く
れ
た
。

お
遍
路
の
み
な
さ
ん
、
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岸
田
劉
生
等
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
視
察
研
修

お
詫
び

本
年
二
月
、
京
都
国
立
近

代
美
術
館
で
行
わ
れ
た
岸
田

劉
生
等
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の

視
察
研
修
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
蔓
延
防
止
の
た
め

止
む
無
く
中
止
し
ま
し
た
。

参
加
を
希
望
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
し
た
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

編
集
後
記

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
図
り
に
く
い
昨
今
で
す
が
、

今
迄
の
よ
う
な
社
会
が
早
く

戻
っ
て
き
ま
す
よ
う
に
！

会
報
第
三
号
を
お
届
け
し

ま
す
。
ご
意
見
ご
感
想
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

記
事
中
で
総
会
資
料
等
ご
入

用
な
方
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
送
り
し
ま
す
。

山
本
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岸田吟香を語り継ぐ会
ジャンバー製作！

令和3年11月開催の第10回世話人会において、

啓発用スタッフ用ジャンバーを作ろうと意見が出

ました。早速、 横浜開港資料

館より許可を もらい上記デ

ザインで製作 しました。

製作にあたっ ては黄色を基

調に桜のピン クを入れギザ

ギザ工房久世 店にお願いし、

とりあえず世話人だけを自費で作りました。会員

皆さんの要望があれば、追加製作したいと考えて

います。


